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平
成
22
年
度
予
算
が
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
原
市

長
は
、
本
年
度
の
予
算
説
明
を
通
し
、
施
政
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
市
議
会
の
冒
頭
で
述
べ
た
施
政
方
針
と
今
年
度
の
予
算
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平へ
い

成せ
い

22
年ね

ん

度ど

施し

政せ
い

方ほ
う

針し
ん

か
ら

﹁
平
成
21
年
７
月
中
国
・
九
州

北
部
豪
雨
災
害
﹂
に
お
い
て
は
、
本

市
で
は
数
多
く
の
家
屋
の
床
上
浸
水

を
は
じ
め
道
路
や
農
地
な
ど
の
崩

壊
、
一
部
地
域
に
お
い
て
は
水
道
水

が
断
水
す
る
と
い
う
事
態
ま
で
発
生

し
、
不
幸
に
も
お
一
人
の
犠
牲
者
が

出
る
に
至
り
ま
し
た
。
心
か
ら
御
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
一
日
も
早
い
災
害
復
旧
に
全
力

で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
改
め
て
、

日
ご
ろ
の
防
災
体
制
の
重
要
性
を
痛

感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
昨
年
の
５
月
19
日
に
本

市
の
人
口
は
、
念
願
の
10
万
人
を

突
破
す
る
と
い
う
明
る
い
出
来
事
も

あ
り
ま
し
た
。
県
内
で
は
７
番
目
の

達
成
と
な
り
ま
し
た
。
我
が
国
の
人

口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
に
お
き

ま
し
て
、
先
人
た
ち
の
不
断
の
努
力

を
礎
に
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
が﹁
住
み
や
す
い
ま
ち
﹂

﹁
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
﹂
と

い
う
評
価
を
い
た
だ
き
、
人
口
の
増

加
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
、
大
変
意
義
深
い
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

私
が
市
民
の
皆
様
に
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
と
い
う
形
で
お
約
束
い
た
し
ま
し

た
こ
と
を
第
四
次
筑
紫
野
市
総
合
計

画
に
重
ね
、
市
総
合
計
画
が
目
指
す

﹁
み
ん
な
で
つ
く
る
自
然
と
街
と
の

共
生
都
市
ち
く
し
の
﹂
の
実
現
に

向
け
て
今
日
ま
で
ま
い
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
今
任
期
の

３
年
を
経
過
し
、
余
す
と
こ
ろ
１
年

を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

22
年
度
は
こ
の
約
束
の
総
仕
上
げ

の
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
10
万
人
の
安
心
都
市
を

目
指
し
て
、
渾
身
の
力
を
振
り
絞
っ

て
頑
張
る
所
存
で
す
。

皆
様
の
さ
ら
な
る
御
理
解
、
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

筑
紫
野
市
長

平
原
四
郎

政
策
１
・
健
康
で
や
す
ら
ぎ

の
あ
る
福
祉
社
会
の
形
成

○
子
育
て
支
援
の
推
進

待
機
児
童
の
解
消
を
図
り
児
童
の

安
全
で
安
心
な
保
育
を
進
め
る
た

め
、
原
田
保
育
園
よ
り
計
画
児
童
数

50
人
の
分
園
施
設
が
計
画
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
全
体
と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
育
ち
を
応
援
す
る
た
め
、
子

ど
も
手
当
制
度
が
創
設
さ
れ
、
子
ど

も
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業(

原
田
保

育
園
分
園)

＝
６
９
２
７
万
円

子
ど
も
手
当
支
給
事
業
、
子
ど
も
手

当
一
般
事
務
事
業
＝
20
億
１
３
１

２
万
７
千
円

政
策
２
・
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構
築

○﹁
筑
紫
野
市
暴
力
団
排
除
条
例
﹂

お
よ
び
﹁
筑
紫
野
市
安
全
安
心
ま
ち

づ
く
り
推
進
条
例
﹂
の
制
定

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、﹁
筑
紫

野
市
暴
力
団
排
除
条
例
﹂
お
よ
び

﹁
筑
紫
野
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
条
例
﹂
を
制
定
し
ま
し
た
。

﹁
暴
力
団
排
除
条
例
﹂
は
、
暴
力

団
に
対
す
る
基
本
理
念
を
明
確
に
示

し
、
暴
力
団
排
除
施
策
の
展
開
に
よ

り
暴
力
団
排
除
を
推
進
し
、
市
民
の

安
全
で
平
穏
な
生
活
の
確
保
と
社
会

政
策
３
・
豊
か
な
自
然
環
境

の
次
世
代
へ
の
継
承

○
ご
み
対
策
事
業

環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り
少

な
く
す
る
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目

指
し
て
、
適
正
な
物
質
循
環
の
確
保

に
向
け
、
廃
棄
物
な
ど
の
発
生
抑
制

(

リ
デ
ュ
ー
ス)

、
再
使
用(

リ
ユ
ー

ス)

、
再
生
利
用(

リ
サ
イ
ク
ル)

、

熱
回
収
、
お
よ
び
適
正
処
分
と
い
う

優
先
順
位
で
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。市

民
団
体
・
事
業
所
な
ど
で
組
織

さ
れ
て
い
る
ご
み
減
量
推
進
連
絡
協

経
済
活
動
の
健
全
な
発
展
を
目
指
す

も
の
で
す
。

﹁
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
条

例
﹂
は
、
安
全
安
心
の
地
域
社
会
づ

く
り
に
関
し
て
基
本
理
念
を
定
め
、

市
や
市
民
、
事
業
者
の
役
割
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
安

心
な
市
民
生
活
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
す
。

こ
れ
ら
条
例
の
周
知
・
啓
発
を
積

極
的
に
行
い
、
警
察
署
な
ど
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

暴
力
追
放
事
業
、
暴
力
追
放
推
進
市

民
協
議
会
補
助
金
＝
27
万
２
千
円

交
通
安
全
推
進
事
業
、
防
犯
に
関
す

る
事
務
事
業
、
防
犯
灯
設
置
補
助
事

業
な
ど
＝
２
５
３
０
万
７
千
円

議
会
や
各
地
区
の
環
境
衛
生
推
進
員

の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
環
境
へ
の
負

担
が
少
な
い
、
循
環
型
社
会
の
実
現

に
向
け
た
各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

ご
み
減
量
対
策
事
業
、
生
ご
み

減
量
対
策
事
業
、
古
紙
集
団
回

収
奨
励
金
＝
３
８
４
６
万
円

筑
紫
野
・
小
郡
・
基
山
清
掃
施

設
組
合
負
担
金
＝
７
億
６
５
０

８
万
円

○
産
業
廃
棄
物
問
題

本
市
平
等
寺
の
安
定
型
最
終
処
分

場
で
は
、
国
の
定
め
る
基
準
値
以
上

の
水
質
汚
濁
物
質
の
流
出
や
硫
化
水

素
ガ
ス
の
発
生
な
ど
の
問
題
が
起

り
、
こ
れ
ま
で
も
福
岡
県
に
よ
る
事

業
者
へ
の
処
分
や
指
導
な
ど
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
解
決
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

﹁
産
業
廃
棄
物
処
理
場
問
題
の
抜

本
的
解
決
を
求
め
る
福
岡
県
促
進
期

成
会
﹂
と
と
も
に
、
引
き
続
き
国
に

対
し
福
岡
県
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
抜
本
的

解
決
に
向
け
て
、
法
制
度
改
正
な
ど

に
つ
い
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
福
岡
県
に
対
し
て
は
、
現
に

発
生
し
て
い
る
、
平
等
寺
地
区
処
分

場
問
題
の
抜
本
的
早
期
解
決
を
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

廃
棄
物
対
策
等
運
営
事
業
＝

７
２
２
万
３
千
円

子
育
て
マ
マ
応
援
セ
ミ
ナ
ー
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
要
項
 

第
９
回「
な
か
な
か
よ
か
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」参
加
者
募
集
 

第
９
回「
な
か
な
か
よ
か
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」参
加
者
募
集
 

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
 

参
加
者
募
集
！
 

’10

平成22年度 予算 

平
成
22
年
度
 

予
算
 

子
育
て
マ
マ
応
援
セ
ミ
ナ
ー
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
要
項
 

第
９
回「
な
か
な
か
よ
か
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」参
加
者
募
集
 

第
９
回「
な
か
な
か
よ
か
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」参
加
者
募
集
 

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
 

参
加
者
募
集
！
 

’10

平成22年度 予算 

平
成
22
年
度
 

予
算
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政
策
４
・
自
然
と
共
生
し
た
う
る

お
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
形
成

○
下
水
道
事
業

生
活
環
境
の
改
善
お
よ
び
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
、
汚
水
整

備
事
業
を
計
画
的
に
促
進
す
る
と
と

も
に
、
水
洗
化
の
普
及
促
進
に
努
め

ま
す
。

下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
＝
７
億
１

７
２
万
７
千
円

政
策
５
・
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

で
も
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備

政
策
６
・
認
め
あ
い
、
共
に
生

き
る
人
権
尊
重
社
会
の
醸
成

○
学
校
教
育
の
充
実

現
在
の
教
育
理
念
で
あ
る
生
き
る

力
を
培
う
た
め
確
か
な
学
力
、
豊
か

な
心
、
健
や
か
な
体
の
調
和
の
取
れ

た
児
童
・
生
徒
の
育
成
に
努
め
ま

す
。小

学
校
１
・
２
年
生
を
対
象
に
、

少
人
数
学
級
と
少
人
数
指
導
を
併
用

す
る
形
で
実
施
し
、
き
め
細
や
か
な

指
導
を
行
い
、
基
礎
学
力
の
充
実
向

上
や
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
に
努

め
ま
す
。

基
礎
・
基
本
の
習
得
や
思
考
力
の

育
成
な
ど
確
か
な
学
力
を
向
上
さ

せ
、
併
せ
て
、
道
徳
教
育
の
充
実
を

図
る
な
ど
、
小
中
連
携
に
よ
る
教
育

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

学
校
施
設
は
児
童
生
徒
が
一
日
の

大
半
を
過
ご
す
活
動
の
場
で
あ
り
、

非
常
災
害
時
に
は
、
地
域
住
民
の
避

難
所
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
中

学
校
の
耐
震
化
計
画
に
基
づ
き
、
二

日
市
中
学
校
管
理
教
室
棟
の
建
て
替

え
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

﹁
第
２
次
ち
く
し
の
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
﹂
は
、
平
成
22
年
度
で

３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
参
画
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
関
係
事
業
の
的
確
な
進
行

管
理
と
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

の
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
全
庁
的
な

推
進
に
努
め
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
の
た

め
に
は
、
市
民
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
お
よ
び
企

業
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
一
般

事
務
事
業
、
男
女
共
同
参
画
審

議
会
開
催
事
業
な
ど
＝
８
３
９

万
４
千
円

政
策
７
・
ま
ち
の
発
展
と
安
定
し
た

暮
ら
し
を
支
え
る
都
市
基
盤
の
充
実

○
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
地
区
整
備
事
業

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
舎
改
築
に
伴
う
本

市
の
玄
関
口
整
備
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
東
口
駅
前

広
場
整
備
な
ら
び
に
西
側
地
区
や
、

二
日
市
温
泉
利
用
者
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
の
次
田
・
大
門
線
街
路
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

政
策
８
・
ま
ち
の
活
気
を
は

ぐ
く
む
産
業
の
振
興

政
策
９
・
市
民
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

政
策
10
・
責
任
あ
る
効
率
的

な
行
財
政
運
営

す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
モ
デ

ル
事
業
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

へ
の
権
限
の
移
譲
や
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
た
め
の
補
助
金
交
付
な
ど
の
事

業
試
験
を
行
い
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
実
情
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の

活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
事
業
＝
４
１

１
万
８
千
円

○
第
四
次
筑
紫
野
市
総
合
計
画(

後

期
基
本
計
画)

の
策
定

第
四
次
筑
紫
野
市
総
合
計
画
は
、

﹁
全
て
の
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
で
あ
る
﹂
こ
と
を
明
言
し
、﹁
み

ん
な
で
つ
く
る
自
然
と
街
と
の
共
生

都
市
　
ち
く
し
の
﹂
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
、
平
成
18
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
10
年
間
を

計
画
期
間
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
10
年
間
の
計
画
期
間
の
う
ち
、

平
成
22
年
度
で
５
年
間
に
わ
た
る

前
期
基
本
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
前
期
計
画
の
進
捗
状
況
を

踏
ま
え
、
今
後
５
年
間
の
後
期
基
本

計
画
を
、
平
成
23
年
４
月
施
行
を

目
指
し
策
定
し
ま
す
。

第
四
次
筑
紫
野
市
総
合
計
画(

後
期

基
本
計
画)

策
定
事
業
＝
４
０
４
万

円

度
末
の
事
業
完
成
を
目
指
し
、
引
き

続
き
事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
地
区
整
備
事
業
＝
４
億

４
０
３
２
万
円

○
筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

筑
紫
駅
西
口
地
区
の
事
業
計
画
見
直

し
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
縮
小
後
の
仮
換

地(

案)

に
つ
い
て
の
地
権
者
説
明
会
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。一

方
、
区
画
整
理
事
業
の
地
区
外
と

な
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
の
御
意
見
や
御
要
望
を
基
に
作

成
し
た
﹁
ま
ち
づ
く
り
整
備
計
画(

案
︶﹂

を
具
体
化
す
る
た
め
の
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。
上
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
先

行
し
て
平
成
22
年
度
よ
り
筑
紫
小
学

校
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
事
業
着
手
す
る
よ
う

計
画
し
て
い
ま
す
。

筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
、
ま

ち
づ
く
り
整
備
事
業
＝
11
億
７
６
０
１

万
５
千
円

○
商
工
業
の
振
興

不
況
下
に
お
け
る
地
域
活
性
化
お

よ
び
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
商
工

会
が
実
施
す
る
﹁
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

地
域
活
性
化
商
品
券
販
売
事
業
﹂
へ

の
助
成
を
、継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
省
エ
ネ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な

ど
の
住
宅
改
修
に
つ
い
て
、
市
内
の

中
小
事
業
者
・
個
人
事
業
所
を
活
用

さ
れ
る
市
民
に
対
し
て
、
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
商
品
券
事
業
＝
２
０
０

０
万
円
　

少
人
数
指
導
推
進
事
業
＝
１
６
０
０

万
円

二
日
市
中
学
校
耐
震
化
事
業
＝
５
億

27
万
円

次
の
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

緊
急
経
済
対
策
事
業
住
宅
改
修
工
事

補
助
事
業
＝
１
０
０
０
万
円

○
就
労
の
促
進

求
職
者
を
雇
い
入
れ
雇
用
機
会
の

創
出
を
図
る
﹁
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
基
金
事
業
﹂
や
、
次
の
雇
用
ま

で
の
短
期
の
雇
用
・
就
業
機
会
を
創

出
す
る
﹁
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時

特
例
基
金
事
業
﹂
な
ど
の
、
福
岡
県

の
基
金
を
活
用
し
て
就
労
支
援
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
無
料
職
業
紹
介
所
を
市
民

の
身
近
な
就
労
支
援
窓
口
と
し
て
、

関
係
部
署
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
南

と
の
連
携
を
密
に
取
り
な
が
ら
、
就

労
相
談
・
職
業
紹
介
を
行
う
と
と
も

に
、
求
人
開
拓
に
努
め
ま
す
。

無
料
職
業
紹
介
事
業
＝
７
５
５
万
１

千
円

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例

基
金
事
業
＝
５
３
５
５
万
１
千
円

○
市
民
協
働
社
会
の
構
築

今
日
の
地
方
分
権
の
進
展
に
対
応

し
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、﹁
自
分
た

ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
﹂
と
い
う

市
民
の
主
体
性
と
自
立
性
の
下
、
市

民
と
行
政
そ
れ
ぞ
れ
が﹁
共
に
考
え
、

協
働
し
て
い
こ
う
﹂
と
い
う
意
識
改

革
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

本
年
度
は
市
民
提
案
型
協
働
事
業

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
な

ど
の
モ
デ
ル
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

子
育
て
マ
マ
応
援
セ
ミ
ナ
ー
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
要
項
 

第
９
回「
な
か
な
か
よ
か
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」参
加
者
募
集
 

第
９
回「
な
か
な
か
よ
か
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」参
加
者
募
集
 

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
 

参
加
者
募
集
！
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本
年
度
の
予
算
は
、
前
年
度
に
比

べ
６
・
８
％(

18
億
７
０
０
０
万
円)

増
え
て
、
２
９
３
億
５
０
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
の
主
な
内

容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
　

■
歳
入(

市
に
入
る
お
金)

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
る

市
税(

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都

市
計
画
税
な
ど)

は
、
前
年
度
に
比

べ
１
・
７
％(

２
億
７
６
０
万
９
千

円)

増
え
、
１
２
６
億
２
４
５
８
万

１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
税
の
う
ち
目
的
税(

使

途
が
決
ま
っ
て
い
る
税)

は
、
入
湯

税
６
５
５
万
８
千
円
、
都
市
計
画
税

８
億
８
９
９
５
万
３
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
事
業
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
が
一
定
の
水
準
を

維
持
で
き
る
よ
う
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
は
33
億
１
２
７
１

万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
が
事
業
を
行
う
の
に
、

現
在
の
市
民
だ
け
で
な
く
後
の
世
代

に
も
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
い
、
世

代
間
の
負
担
の
公
平
を
は
か
る
た
め

に
発
行
す
る
市
債
は
、
27
・
８
％

(

５
億
９
０
０
１
万
８
千
円)

増
え
、

27
億
１
４
３
６
万
６
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
自
主
財
源
は
52
・
１
％

歳
入
の
中
で
、
市
税
、
分
担
金
・

負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
、

市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
を
自

主
財
源
と
い
い
、
本
市
の
場
合
、
歳

入
全
体
の
52
・
１
％
、
１
５
２
億
８

５
１
９
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
に
対
し
、
国
・
県
の
意

思
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ

れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る

収
入
を
依
存
財
源
と
い
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
は
、
国
・
県
支
出
金
、
地
方

交
付
税
、
市
債
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
場
合
は
、
自
主
財

源
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
行
政
活
動

の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
歳
出(

市
が
使
う
お
金)

歳
出
を
予
算
費
目
別
に
見
た
場

合
、
民
生
費
は
前
年
度
に
比
べ

15
・
７
％(
14
億
９
１
５
８
万
円)

増

え
、
１
０
９
億
８
０
０
１
万
８
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
費
や

保
育
所
運
営
費
な
ど
に
使
わ
れ
ま

す
。民
生
費
の
増
額
の
主
な
要
因
は
、

子
ど
も
手
当
の
創
設
に
よ
る
も
の
で

す
。
土
木
費
は
15
・
３
％(
４
億
８

３
５
９
万
８
千
円)

増
え
、
36
億
３

７
３
７
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
道
路
の
新
設
・
改
良
工
事
費
や

維
持
管
理
費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

こ
の
増
額
の
主
な
要
因
は
、
筑
紫
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
費
や
Ｊ
Ｒ

二
日
市
駅
地
区
整
備
事
業
費
の
増
に

よ
る
も
の
で
す
。
商
工
費
は
18
・

３
％(

８
３
０
３
万
６
千
円)

増
え
、

５
億
３
７
９
１
万
７
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
消
費
生
活
対
策
費
や
雇
用

促
進
費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
２
９
３
億
５
０
０
０
万
円

繰入金　 ４億１，９３７万７千円 　１．４％ 

消防費　 ９億６，１８２万４千円　 ３．３％ 

●歳出を予算費目別に見た場合 

議会費・農林水産業費・商工費など　 １４億１，１６３万１千円　 ４．８％ 

●歳出を予算性質別に見た場合 

１２．４％ 

市債の元利償還金や 
一時借入金の利子など 

総　務　費 

３１億９，７６８万１千円 

戸籍、統計、徴税、選挙に 
要する経費など 

１０．９％ 

３６億４，１５１万５千円 

公　債　費 

１２．４％ 

道路橋梁費、都市計画費、 
住宅建設費など 

１０．２％ 
小・中学校の管理運営、 
社会教育に要する経費 
など 

予算額 １２６億２，４５８万１千円 
２２億 
４，１２３万３千円 

３７．４％ 
社会福祉、障害者、高齢者、 
児童福祉、生活保護に要する 
経費など 

民　生　費 

３６億３，７３７万８千円 

（市が事業を 
行う資金を調 
達するために 
負担する債 
務） 

２７億 
１，４３６万６千円 
 

分担金・ 
負担金・ 
使用料・ 
手数料 
など 

４８億 
７，３０５万６千円 

（特定の支出に充 
てるため国から 
支出される資金 
の総称） 

　地方交付税 

（国が国税の一部を 
一定の基準に基づき 
地方公共団体に交付 
する税） 

３３億 
１，２７１万４千円 

９．２％ 構成比 ４３．０％ １１．３％ 

自主財源　（市が自主的に収入できる財源） 
１５２億８，５１９万１千円　　　５２．１％ 

依存財源　（国・県などの意思により交付される財源） 
１４０億６，４８０万９千円　　　４７．９％ 

県支出金、地方消費 
税交付金、地方譲与 
税、自動車取得税交 
付金、地方特例交付 
金、利子割交付金な 
ど 

３１億 
６，４６７万３千円 

　市税 

（市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・ 
都市計画税など） 

　市債 　国庫支出金 

土　木　費 

１０９億８，００１万８千円 

教 育 費 

３０億３１２万７千円 

衛 生 費 

２５億１，６８２万６千円 

８．６％ 
ごみ、し尿処理、 
保健衛生費に要する 
経費など 

扶　助　費 

６９億７，０７４万１千円 

２３．８％ 

生活保護費、児童扶養手当 
など 

人　件　費 

４５億７９４万６千円 

１５．４％ 

市長、副市長、教育長、 
議員、職員の給与など 

３９億８５１万５千円 

物　件　費 公　債　費 

 ３６億４，１５１万５千円 

１２．４％ 

１３．３％ 

歳 

入 

歳 

出 

３８億５，１８７万１千円 

１３．１％ 

旅費、需用費、光熱水 
費、備品購入費など 

３３億８，１１２万８千円 

１１．５％ 

一部事務組合負担金や 
補助金など 

繰出金、貸付金、投資 
および出資金など 

市債の元利償還金や 
一時借入金の利子など 

普通建設事業費    

３０億８，８２８万４千円 

１０．５％ 

公共施設の新設、改良 
などの投資的事業など 

補 助 費 な ど 

７．７％ １６．６％ １０．８％ 

子
育
て
マ
マ
応
援
セ
ミ
ナ
ー
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
要
項
 

第
９
回「
な
か
な
か
よ
か
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」参
加
者
募
集
 

第
９
回「
な
か
な
か
よ
か
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」参
加
者
募
集
 

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
 

参
加
者
募
集
！
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特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
、
そ
の
他
特
定
の
歳
入
で
特

定
の
支
出
に
充
て
ら
れ
る
場
合
に
設

置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

本
年
度
の
特
別
会
計(

11
会
計)

の

予
算
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
２
・

５
％(

３
億
８
５
２
０
万
９
千
円)

増

え
、
１
５
５
億
７
２
４
万
９
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
特
別
会
計
の
中
で
主

な
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

被
保
険
者
の
疾
病
、
負
傷
、
出
産

ま
た
は
死
亡
に
関
し
て
必
要
な
保
険

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
に

比
べ
１
・
２
％(

９
６
４
０
万
７
千

円)

増
え
、
82
億
３
４
６
１
万
２
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
主

に
保
険
給
付
費
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
に
合

わ
せ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
サ
ー

ビ
ス
と
連
携
し
て
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
高
齢
者
と
若
年
者
の
世

代
間
の
負
担
の
公
平
化
お
よ
び
財
政

基
盤
の
安
定
化
を
図
る
制
度
で
す
。

県
単
位
で
全
て
の
市
町
村
が
加
入
す

る
広
域
連
合
が
後
期
高
齢
者
医
療
事

務(
被
保
険
者
の
資
格
管
理
・
保
険

料
の
賦
課
・
医
療
費
給
付
な
ど)

を

行
い
、
市
は
保
険
料
の
徴
収
お
よ
び

窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。
前
年
度
に

比
べ
８
・
３
％(

１
億
２
４
９
０
万

１
千
円)

増
え
、
16
億
２
４
５
８
万

４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
な
ど
の
給
付
事
業
や
こ
れ
ら

に
関
連
す
る
事
業
な
ど
を
行
う
も
の

で
、
前
年
度
に
比
べ
４
・
３
％(

１

億
９
３
９
７
万
２
千
円)

増
え
、
47

億
２
８
１
０
万
４
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
保

険
給
付
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
で
す
。

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
地
域
に
お
け
る
農
業
用

水
の
水
質
保
全
お
よ
び
生
活
環
境
の

改
善
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
公
共
用
水

公
営
企
業
は
、
企
業
会
計
方
式
で

経
営
を
行
う
特
別
会
計
で
、
筑
紫
野

市
で
は
飲
用
水
な
ど
を
供
給
す
る
水

道
事
業
と
生
活
排
水
な
ど
の
処
理
を

行
う
下
水
道
事
業
が
あ
り
ま
す
。
水

道
水
の
安
全
で
安
定
し
た
供
給
や
、

健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
の

た
め
、
水
道
・
下
水
道
の
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。

○
水
道
事
業
会
計

・
収
益
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
経
営
成
績
と
も
い
え

る
収
益
的
収
支
は
、
収
入(

水
道
使

用
料
な
ど
に
よ
る
収
入)

が
17
億
７

５
８
８
万
９
千
円
で
、
支
出(

浄
水

購
入
費
用
な
ど)

が
16
億
９
４
７
５

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
資
本
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
資
産
状
況
を
見
る
資

本
的
収
支
は
、
収
入(

負
担
金
な
ど)

４
８
０
万
２
千
円
で
、
支
出(

水
道

配
水
管
の
布
設
工
事
な
ど)

が
６
億

９
９
２
３
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
資
本
的
収
入
が
支
出
に
対

し
て
不
足
す
る
６
億
９
４
４
３
万
円

は
、
主
に
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
会
計

・
収
益
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
収
益
的
収
支
は
、

収
入(

下
水
道
使
用
料
な
ど
に
よ
る

収
入)

が
19
億
４
４
３
２
万
３
千
円

で
、
支
出(

下
水
道
事
業
債
の
支
払

利
息
な
ど)

が
18
億
９
３
９
５
万
１

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
資
本
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
資
本
的
収
支
は
、

収
入(

地
方
債
、
国
・
県
補
助
金
、

受
益
者
負
担
金
な
ど)

が
10
億
５
８

４
９
万
４
千
円
で
、
支
出(

公
共
下

水
道
の
整
備
な
ど)

が
15
億
５
１
０

３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

資
本
的
収
入
が
支
出
に
対
し
て
不
足

す
る
４
億
９
２
５
３
万
６
千
円
は
、

主
に
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
予
算(

11
会
計)

総
額
１
５
５
億
７
２
４
万
９
千
円

特別会計予算

公営企業会計予算
水道事業会計

下水道事業会計

収益的収支＝経済活動に伴い発生する収益と費用
資本的収支＝建設改良にかかる収入と支出

公
営
企
業
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計

◎
予
算
書
は
、
市
役
所
情
報
公

開
室
お
よ
び
市
民
図
書
館
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
平
成
22
年
度
予
算
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は

企
画
財
政
課
財
政
担
当

域
の
水
質
保
全
に
寄
与
す
る
た
め
、

排
水
処
理
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理

を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
前
年
度
予

算
か
ら
１
万
３
千
円
増
え
、
２
億
２

８
９
３
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

消費税等込

消費税等込

会　計　名 予　算　額
国民健康保険事業 82億3,461万2千円
老人保健事業 176万9千円
住宅新築資金等貸付事業 1,887万6千円
奨学資金貸与事業 698万2千円
介護保険事業 47億2,810万4千円
後期高齢者医療事業 16億2,458万4千円
農業集落排水事業 2億2,893万4千円
土地取得事業 6億3,806万3千円
二日市財産区 267万2千円
御笠財産区 989万1千円
平等寺山財産区 1,276万2千円

合　計 155億724万9千円

区　分 収　入 支　出

収益的収支 17億7,588万9千円 16億9,475万円

資本的収支 480万2千円 6億9,923万2千円

合　計 17億8,069万1千円 23億9,398万2千円

区　分 収　入 支　出

収益的収支 19億4,432万3千円 18億9,395万1千円

資本的収支 10億5,849万4千円 15億5,103万円

合　計 30億281万7千円 34億4,498万1千円

子
育
て
マ
マ
応
援
セ
ミ
ナ
ー
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
要
項
 

第
９
回「
な
か
な
か
よ
か
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」参
加
者
募
集
 

第
９
回「
な
か
な
か
よ
か
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」参
加
者
募
集
 

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
 

参
加
者
募
集
！
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平成22年度 予算 

平
成
22
年
度
 

予
算
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